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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 adrenocorticotropinとβ一1ipotropinとの前駆物質の

mRNAを用いて，その前駆物質のNH2端山に発見さ

れたγ一melanotropin（γ一MSH）様ペプタイドを牛下垂

体より単離精製し，その構造を明らかにする．

 実験材料およびその方法

 1）γ3－MSH様ペプタイドの単離精製

 牛下垂体を酵素抑制剤を含む酸で抽出し，その抽出物

中よりγ3－MSH様物質を，抗γ3－MSH血清を用いた

アフィニティカラムにより集め，Sephadex G・75ゲルク

ロマトグラフィ，さらに高速液体クロマトグラフィ

（H肌C）にて精製した後に，アミノ酸分析およびダソ

シル法によるNN2端のアミノ酸残基の分析を行なっ

た．各精製過程でのγゴMSH様ペプタイドの測定は抗

γ3・MSH抗体を用いたラジオイムノアッセイ（RIA）に

より行なった．

 2）γ1－MSH様ペプタイドの単離精製

 牛下垂体の酸抽出物をOctadecasily・Silicaカラムに

通じ，得られたペプタイドから2度のHPLCに．より

γ、一MSH様物質を単離精製し，そのアミノ酸分析およ

びNH2端のアミノ酸残基の決定を行なった．γ1－MSH

様物質の測定は抗γ、一MSH抗体を用いたRIAにより

行なった．

 結果

 1）牛下垂体より得られた分子量4，500のγ3－MSH様

ペプタイドはHPLCにて4．つの異なったピークに分か

れ，それらはいずれもLysをNH2端に持ち， Asx 2，

Ser 4， Glx 1， Gly 6， Ala 2， Val 2， Met l， Tyr I，

Phe 2， His 1， Trp 1，工ys 1そしてArg 4の計28個のア

ミノ酸より成ることが明らかになった．

 2）牛下垂体中葉より得られたγ、一MSH様ペプタノ

ドはLysをNH、端に持ち， Asx 1， Gly 1，Val 1，Met

1，Tyr．1， Phe．2， His l， Lys l， Trp 1およびArg 2の

アミノ酸組成を示した．

 結論

 本研究で得られた結果と著者の以前の報告およびγ・

MSHの前駆物質のDNAより得られたアミノ酸配列よ

り，天然のγ一MSHは糖鎖を有する工ys－Tyr－Val－

Met－Gly－His－Phe－Arg－Trp－Asp－Arg－Phe－Gly

－Arg－Arg－Asn－Gly－Ser－Ser－Ser－Ser－Gly－Val

－Gly－Gly－Ala－Ala－G重n－OHとLyr－Tyr－Val－

Met－Gly－His－Phe－Arg－Trp－Asp－Arg－Phe－NH2

との形で存在することを明らかにした．
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論 文 審 査 の 要 旨

   本研究は，牛下垂体よりγ一MSHを単離し，

  るものと認める．．
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